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7.式と関数

式は、加算、減算、除算、除算といつた四則演算のほか関数を使い簡単に計算ができる。

Exelには230種類以上の関数が備わつているとのことであるが、一般に使うのはごくわずかです。

8.計算の手順                                     '
1)オートSUMでの合計計算

計算のやり方には2通りあるが、大前提として入力は、数値で実施する。文字列では計算はできない。

①オートSUMでの計算

ツールバーにあるΣオートSUMを

用いて計算する。

②ご額λ晨
づ

】こ計算する値仕ル
を選択し(  )に記入する。

例 題

③オートSuMを使つて小計欄と合計欄を計算をする。

★表示する

★ツールボックスのΣオートSUMの合計を選択する。

★計算するセルの範囲をマウスを使つてセレクトしENTERする。

☆2行日以下について、右ボタンを押しながらフィルハンドル(+】こして2行 日以下をドラッグして

離すと選択コマンドが出るので“書式なし"を選択する。 と数式が自動的にコピーされ計算される。
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計画額 実   績
物の構成比 達成率%

部F明1アイテム 東京店 横浜店 千葉店 埼玉店 栃木店 合計

シ
・
ャケット 20,000 5,880 3,800 3,600 3,100 2,850

ス…ツ 20,000 4,680 4,050 4,250 3,800 2,500

スカート 60,000 14,250 13,600 1,280 11,400 7,200

小 計

(表 A)

明 の店暉ワ笏■表 (単位:千

計画額 実   績 の
比

物
成

口田
騰
孵

達成率%
部F明1アイテム 東京店 横浜店 千葉店 埼玉店 栃木店 合計

シ・ャケット 20,000 5,880 3,800 3,600 3,100 2,850 19,2oOJ

スーツ 20,000 41680 4,050 4,250 3,800 2,500 19,280

スカート 60,000 14250 13,600 1,280 11,400 7,200 47,730

小 計 帥 1 饒 刷 撫 脚 繭 86,240

手順

セルにカーソルを置

♀結
Sum(   )"を使つて計算する)くマ凝痣移
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撃燎 tr重話曇対照tJレをセレクトして、「I=葛レる。
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2)相対参照と絶対参照

①相対参照とは、新たな基曇往値を参照しているセル番地や範囲が自動的に調整(ずれる)ような

(単位:千円)

②絶対参照とは、値や範囲などを参照しているセル番地や範囲などが指定されてし

や範囲を$$で囲むことにより固定される。

このセル番地

このような指定の仕方を「絶対参照」という。 上記表の品物の構成比がそのやり方による。

参考)

ΣオートSUM できます。

麺
＼
レ

:磁
絆カン:

指定の仕方を「相対参照』という。

達成率(%)はジャケットの場合、=J60/J64*100と なるので

この式を入力する。 2行日以降はL61をコピーする。

部門別アイテム

47,730

品物の構成比はジャケットの場合、=J61/$J65Sで 表される。

J65を絶対参照値とするためJ65をインプットした後F4キーをセレクトすれば

よい。 2行 日以降はK61をコピーする。
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シヨニ 'ト
カットニ覧表

キーボー ドのボタンーつで操作できるキー操作とキーの名前

作業の中断や元に戻す

表示 している画面を画像 (ク リップボー ド)と して保存  腑 足‐#01]

Altと 同時に押すと開いている、ウィンドウの保存      |‐

鯰 認電解3ン、柔丼露 1獅耐
文章入力に使用するキーで、挿入と上書きの切 り替えが出来る

文字、ファイル、フォルダの削除に使 う

他にオー トコンプリー トのキーワー ドの削除にも使用できる

I11111:1幸
=:

ウィンドウ画面の項目・選択肢の移動、Excelの右方向へのセル移動等丼
:

大文字での英字入力の切り替え

英守入力の時シフトキーを押しながら文字を入れると        i、
大文字のアルファベット入力が出来る また、キー トップの左上の記号変

換できます。

也のキーと組み合わせて使用する

文字入力したのをカーソル 1文字前の削除する。

開いているウィンドウを一つ前のページに戻す。

文字入力時には漢字変換や 1文字分、空白をあける

通常ではウィンドウの下部へ移動する

スター トメニューを開く

他のキーと組み合わせて使用する事により、別の操作を実行ができる

開いているウィンドウの上へのスクロールさせる

また文字入力時は上ヘーつずつカーソル移動する。

開いているウィンドウの下へのスクロールさせる

また文字入力時は下ヘーつずつカーソル移動する。
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摯

文字の入力の確定をする又は文字の改行する

または、選択肢などの決定

也のキ
=と

の組み合わせで機能が変化するコントロールキーと同様に、

ウインドウの操作やファイルやツール等のメニューを開く
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カ ッ 卜 (切 り取 り)が出来る

アン ドゥ (取 り消し)が出来るノカーソルの後ろの文字を 1行削除

属 (Ctrl+動 と 同じで現在みているウィンドウの更新 (リ ロ‐ ド)

■燎 フォルダを別のウインドウで開く

■ ダイヤルボックス内のタブの切 り替えをする

選択 したファイルのコピー

タスクマネ‐ジャーの表示、プログラムの強制終了KXP/2000

タスクマネ‐ジャーの表示、プログラムの強制終了KXP/2000

選択 した項目のショー トカットの作成

曝択範囲の文書やファイルをコピー

mndowsロ ゴキーの役割と同じ

ア ドレスバーの操作カーソルを前の区切 り「.やノ」に移動

アドレスバーの操作カーソルを次の区切り「.やノ」に移動

力rレギリQγレ 多μウレ
Altキーとの組み合わせ操作のショー トカットキー

ツールバァのホームペァジのお気に入りを開く

コピーまたは、お気に入りの新しいフォルダの作成

ツールバーアドレス入力の操作をする

ツールバーの編集を開く

ツー/L/バーのフアイルを開く

ツールバーのヘルプを開く

ツーノンバーツールを開く

■ , |111:|
ツールバーの表示を開く、または貼 り付け(ペース ト)をする

切り取 りをする

現在のウインドウの,コ ントロールメニューの表示

アプリケーションを切り替える

次のウィンドウを表示する

文字入力の切り替えをする

ローマ字入力やかな入力の切り替えをする



さ ３ バ Э 田 Ｘ ０ ２ 薄 咄 ω

會 ） ＞ ” 詳 ｄ Ｓ 諄 繰 ゆ Э 畔 極

判 爵 圏 捕 ０ コ め

（ ８ □ Ｄ ）
０ 〇 一 ｏ ｌ 「 ユ ｏ 膵 き く 目 Э 峙 ざ 百 日

吼 ― 叫 い 。

済 肩 ω 口 ′ ヽ 口 鮮 蒻 Ｈ 叫 い ｏ

全 性 彙 ｈ Ｌ 遥 ∬ 壮 燃 サ 含 霊 Ｌ 絆 ″ ヤ

じ̈ ― 尋 一 め

〇 コ ｏ 歳 ざ Э 卦 麟 叶 う 麟

升 湾 「 ユ 卦 肩 ⊂ バ 計 〈

憮 菌 （ コ ）

○ 櫃 菌 劇 颯 ｏ 針 ン コ 叫 か 。

ゆ 轟 （ コ ）

１ ７ ∽ ⊂ 玉 （ 翠 判 料 い 。

〈 ＝ ∽ ⊂ ζ （ 　 　 ） 針 料 か サ

く ― 卜 Ｌ Ｉ Э サ ゛ 翠 判 斗 夕 〉

◎ エ ニ Ｏ Э 峙 ￥ 中 国 吼 ｌ σ 工

ユ ｏ 叫 （ 饗 ｃ 車 尋 い 。

（ 胸 募 ３ 百 再 エ ユ 〇 鮮 ゞ ヽ く ゛ ⊂

針 罰 鮮 ＋ ベ ー ゞ ｒ‐ ⊂ バ

エ ヨ ０ 叫 （ 聖 叶 引 鳥 か し

◎ ゆ 慇 翠 鶉

＝ 「 ヨ 〇 ■ ０ 二 〇 針 ン コ ⊂ ベ

「 ヽ キ ー 中 爺 尋 べ 葛 叫 。 ３ ● ｏ 職

諮 泄 噺 姻 針 叫 か し

斗 「 一 ２ 叫 謙 ⇒ ⊂ 汁 峙 し 鮮 ヽ ン ヽ

嵩 平 ｄ Ｏ バ 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

斗 卦 麟 鎌 ン ざ い 汁 Ｓ 珊 丼 鞘 鴻 Э

難 洲 意 諄 ― 麟 高 ― 卦 洋 ｏ

叫 計 再 く ― し 、 Ｉ Э 日 マ ベ （ ） 鮮

し Э 謙 ⇒

〇 洋 高 鮮 う 麟 浙 憚 引 石 叫 い ｏ

Ｏ Ｎ 聯 回 憚 覇 Э 日 吼 ―

○ 淋 融 洋 高 Э ン コ

〇 諮 ４ ψ 漏 Э 翠 判

◎ Ｎ 聡 皿 憚 覇 Э 響 糊 ゛ ｕ 吼 ― 料 か ∝

小 ⊂ バ 斗 １ ７ ∽ ⊂ 〓 ｄ 翠 糊 ■ い ｏ

工 Ｎ ９ メ 一 〇
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